
横浜市立希望が丘中学校 

 

校章とそのいわれ 

 

      校 章      （昭和４４年６月１日制定） 

 

 

 

学校教育目標 

 

人を愛し、人に愛されながら、夢や目標をかなえるために 

 

 

 

一、 考えを形成し、伝え合うなかで集団の考えを深化・発展させる能力を 

身につける【知】 

一、 他者の考えや思いを受け止めて聴き、寄り添う態度を身につける【徳】 

一、 安全で健康的な生活を営むために、基本的な生活習慣を身につける【体】 

一、 決まりを理解し、集団のなかで、協働・協調する姿勢を身につける【公】 

一、 自身の意思を決定し、意図的・計画的に表現する実践力を身につける【開】 

地域的、歴史的に新しい地名の「希望が丘」と旭区の「旭」から、

「光」をテーマに全校生徒がデザインした。その中から候補作品

20点を選び、校章制定委員会が検討し、原案を選出した。その

デザインを基に本校校章とした。 



生活について 

 

 

１．登下校について （土日、祝日、放課後も含む） 

（１）登下校は標準服または学校指定のジャージ・ウィンドブレーカー、体操着を着用する。 

（２）自転車通学はしない。 

（３）買い食いはしない。但し、登校途中に昼食は購入してもよい。 

 

２．生活について 

（１）欠席・遅刻・早退・忌引等は、８：３０までに保護者にCOCOO及び電話で連絡をしてもらう。 

   登校は、８：２０分頃を目安とし、早く来すぎることのないようにする。（但し、朝練時は除く） 

登校後は、８：４０に着席できるようにする。 

遅刻した時は、まずは職員室に行く。 

早退時は、家に連絡をしてもらい、帰着後、学校に連絡をする。 

（２）上履きを忘れた場合は、貸し上履きを利用し、その日のうちに返却する。 

（３）かまどや弁当は職員玄関隣で８：３５までに注文するようにする。弁当の購入を忘れた 

場合は、速やかに担任や学年の先生に伝えるようにする。 

（４）他学年のフロアや他クラスには入らないようにする。 

（５）原則、自分で出したごみは、自分で持ち帰るようにする。 

 

３．身だしなみについて 

（１）学校内での服装 

    標準服・学校ジャージ（学校ウィンドブレーカー）・体操着（白または水色・紺）または 

T シャツ（丸首・半袖・無地で白） 

気温が低い時には、ウィンドブレーカーの下の着用も可。現２・３年については、私物の 

ものも可とするが、１年は原則、学校ジャージもしくは学校ウィンドブレーカーを着用 

することとする。 

（２）詰襟・ブレザーには校章をつける。 

（３）靴は運動靴が望ましい。（革靴も可） 靴下・タイツは（黒・紺・灰・白等の華美でないもの） 

（４）防寒着として、詰襟・ブレザー・ジャージの下にセーター・カーディガン・トレーナーの 

   着用も可。（黒・紺・灰色等の華美でないもの。ロゴはワンポイント程度。フード付きは不可。） 

    また、コート（フード付きも可）・マフラー・手袋の着用も可。（室内では着用しない） 

（５）髪は中学生らしいものとし、染髪やパーマ等はしない。 

（６）ピアス・ネックレス・ブレスレット等の装飾品はつけない。 

 

標 準 服 ※本校は明確な衣替えの日は設けていない。 

上着   ：学ラン・ブレザー 

Y シャツ：無地の襟付き白。襟の形に指定なし。 

         ※夏季は、白・灰・黒・紺色の無地（ワンポイントは可）のポロシャツも可。 



   スカート：２・３学年 指定の紺色のもの。 

１学年    灰・紺（青）色を基調としたもの。チェックも可。 

儀式的な行事や公的な場に相応しい長さ。 

    スラックス：２・３学年 指定の黒色のもの。 

            １学年    灰・紺（青）色を基調とした儀式的な行事や公的な場に相応しいもの。 

チェックも可。 

                   わたり・裾・股上・股下の長さや幅については基準を設けない。 

 

標準服を着用する場面：儀式的行事・定期テスト・学校行事・校外の講師等を招く活動・入試 等 

   ※完全正装：儀式的な行事の際の服装。 

 

 

４．持ち物について 

（１）生徒証は必ず携行する。 

 （２）貴重品は持ってこない。やむを得ない事情で持ってきたときは、朝のうちに担任に 

預ける。 

横浜市では、携帯電話・スマートフォンの持ち込みはしないことになっている。 

やむを得ない事情で持ってくる場合には、事前に保護者から学校へ連絡（手紙等で 

も可）し、貴重品と同様に担任に預ける。また、ウェアラブル端末も携帯電話やスマー 

トフォンと同様の扱いとする。 

（３）持ち物には必ず記名する。 

（４）学習に関係ないもの、危険物（はさみ等）は持ってこない。 

（５）水筒を持ってきてもよい。ただし、水筒の中身は水、お湯、お茶類（麦茶、緑茶、 

ウーロン茶、紅茶類）、スポーツドリンクとする。 ビン、缶類は持ってこない。 

 

５．相談活動 

   本校では、主に学級担任による教育相談日を設けている。 

さらに、学級担任でなくても副担任、教科担任、学年主任、保健室の養護教諭、部活動の 

顧問、特別支援コーディネーターなど誰にでも、いつでも相談できる。また、相談担当の 

スクールカウンセラーもいる。 

※ スクールカウンセラー制度 

臨床心理等の専門的知識を持ったスクールカウンセラーが水曜日（月３～４日程度）に 

来校し、トークルーム（B棟２階）にて相談活動を行っている。 

生徒、保護者ともにカウンセリング可能。 

トークルーム専用電話３９１－３７０３  ※基本的には予約相談。 

（予約は職員室391－0378） 

 

 

 

 



希望が丘中学校生徒会規約 

 

第 1章 名称 

第 1条 本会は、希望が丘中学校生徒会と称する。 

 

第2章 目的 

第2条 本会は、会員相互の親睦を計り、正しい社会性を身につけるとともに、自主的かつ 

積極的な活動により、有意義な学校生活を送ることを目的とする。 

 

第3章 会員および顧問 

第3条 本会は本校に在学する生徒をもってこれを構成し、本校職員を本会の顧問とする。 

 

第4章 役員 

第4条 本会には次の役員を置く。 

会長２年１名、副会長２年１名、１年１名、本部役員２年２名、１年１名 

これをもって本部を構成する。 

 

第5章 総会 

第5条 総会は、本会の最高決議機関であり、年に一回開催される。 

または、中央議会の要求があったとき、もしくは全会員の３分の１以上の署名を 

集めた書を提出されたときに召集される。 

第 6条 総会は全会員の４分の３以上の出席をもって成立し、議案の可決にはその過半数 

の同意を必要とする。 

第 7条 総会は次の事項を決める。 

 1. 前年度の活動報告及び今年度の活動方針の承認に関すること。 

 2. 予算及び決算の承認に関すること。 

 3. 規約の制定及び変更、改正に関すること。 

 4. その他生徒会の目的達成に必要な事項の決定及び承認に関すること。 

 

第6章 中央議会 

第8条 中央議会は総会につぐ議決機関であり、会長が召集し、その３分の２以上の出席 

をもって成立する。その構成はクラス代表である評議委員（男女各 1名）、常任委員 

長、特別委員長、および本部役員とする。 



 

第7章 常任委員会 

第9条 本会の活動を有意義にするために、次の常任委員会を設置する。 

1 年評議委員会、2年評議委員会、3年評議委員会、環境美化委員会、 

福祉厚生委員会、保健衛生委員会、放送委員会、図書委員会、 

 

第１０条 各評議委員会・福祉厚生委員会・保健衛生委員会は各クラスとも男女 

各 1名ずつ選出する。環境美化委員会は各クラスとも２名選出する。 

放送委員会・図書委員会は各クラスとも 1名選出する。 

各委員会は、委員長 1名、その他必要な役員を置く。 

 

 

特別増員について 

基本的に定員に従うが、技術面や人数不足等でやむを得ず増員を必要とする場合、次の 

手続きを行う。 

 

1. 任期終了前に、各委員会で時期の増員が必要かどうか、話し合う。 

(この際、増員を必要とする正当な理由及び委員会担当職員の同意を必要とする) 

2. 必要とされる場合、任期終了前の中央議会にかける。 

3. 中央議会で３分の２以上の承認が得られた場合、次の任期に限り増員することが 

できる。 

 

第 11 条 各常任委員会は目的を達成するために、次のような活動を行う。 

1. 評議委員会 

リーダーとして、学年や学級に関わる活動を行う。 

2. 環境美化委員会 

環境や美化に関する活動を行う。 

3.  福祉厚生委員会 

福祉や厚生に関わる活動を行う。 

4. 保健衛生委員会 

保健や衛生維持に関する活動を行う。 

5. 放送委員会 

放送に関わる活動を行う。 

６. 図書委員会 

図書に関わる活動を行う。 

 

 

 



第8章 特別委員会 

第 12条 特別委員会は、特別な行事等のために応じて設置し、その目的を達成したときに 

解散する。 

第 13条 次の特別委員会を置く。 

選挙管理委員会、体育祭実行委員会を各クラス 1名ずつ選出する。 

文化発表会実行委員会を各クラス男女 1名ずつ選出する。 

 

第9章 学級生徒会活動 

第 14条 学級生徒会活動は、特に活動の形態を限定せず、各クラス独自の活動を行う。 

 

第 10章 任期 

第 15条 本部役員、評議委員、常任委員の任期は次の通りとする。 

本部役員は当選から 1年間、評議委員・常任委員は前期後期の半年間、 

ただし放送委員は 1年。 

評議委員・常任委員の再任を認める。 

 

第 1１章改正 

第 16条 本規約の改正は、中央議会の３分の２以上で発議され、総会で決定する。 

 

第 12章附則 

第 17条 本規約は 1970年 4月6日より実施する。 

第 18条 本規約は 1988年 4月5日より実施する。 

厚生委員会を福祉委員会と名称変更する。 

第 19条 本規約は2005年 4月5日より実施する。 

・ 生徒評議会を中央議会と名称変更する。 

・ 選挙管理委員会を常任委員会から特別委員会にする。 

・ 執行部を本部と名称変更する。 

第 20条 本規約は2011 年 4月 6日より実施する。 

・ 福祉委員会を福祉厚生委員会に名称変更する。 

・ 風紀委員会を廃止する。 

第 21条 本規約は2014年 4月7日より実施する。 

• 本部には会長2年 1名、副会長2年 1名、 

1 年 1名、本部役員2年2名、1年 2名を置く。 

第 22条 本規約は2022年 6月24日より実施する。 

・ 本部役員の任期は当選から 1年間とする。 



第23条 本規約は2022年 10月 11日より実施する。 

・ 環境美化委員会は各クラスとも男女を問わず2名選出する。 

  第 24条 本規約は2024年 4月8日より実施する。 

      ・ 広報委員会を廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総  会 

中央議会 

選 挙 管 理 委 員 会 

体 育祭実行委員会 

文化発表会実行委員会 

一 年 評 議 委 員 会 

二 年 評 議 委 員 会 

三 年 評 議 委 員 会 

環 境 美 化 委 員 会 

福 祉 厚 生 委 員 会 

保 健 衛 生 委 員 会 

放 送 委 員 会 

図 書 委 員 会 

特別委員会 常 任 委 員 会 

学級生徒会活動 

会長     １名 

副会長   ２名 

本部役員 ４名 

本 部 



選挙管理規定 

 

第1条 この規定は、生徒会規則第4条の本部役員の選挙の公正な実施を図ることを目的 

とする。 

 

第 2条 第 1条の目的を達成するために選挙管理委員会を置く。 

 

第 3条 本委員会の任務は次の通りとする。 

 

1. 選挙委日程の公示 

2. 選挙に関する掲示・印刷物の指定と管理 

3. 立候補者の公示 

4. 選挙運動についての指示 

５. 立会演説会の開催 

6. 投票用紙の作成と交付 

７. 投票及び開票業務の管理 

8. 当選者の公示 

9. その他選挙に関する細則を決め行使する 

 

第 4条 原則として選挙は次のように行う。 

1. 立候補は 1・2学年より行い、投票は全会員が行う。 

 2. 立候補者が定数の場合は信任投票を行い、有効投票の過半数をもって当選とす 

る。 

 

第 5条 本部に欠員が出た場合は、中央議会でその処置を検討する。 

 

第 6条 本規約の改正は、生徒会規約に準じて行われる。 

 

第 7条 本規約は、1991年 12月 5日より実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校図書館利用の手引き 

 

１、開 館 

・  月曜日から金曜日までの昼休みを原則として、学校司書が在室している時間帯は開館 

する。 

 

２、貸し出し 

・  １人３冊まで期間は１週間とする。（長期休業中は5冊、休業期間内まで） 

・ 借り方は、本の最終ページにある貸出期限票に借りる日、返す日を記入して、カウンタ

ーの図書委員へ渡し、学年クラスを伝える。 

禁帯出マーク（赤）本は学校図書館内のみ利用可。 

 

３、返 却 

・  必ず返却期限は守ること。同じ本を連続で借りる場合は2週間連続までを限度とす

る。カウンターの図書委員に返却の印を押してもらう。または廊下に設置してあるポス

トに返却する。手続きが済んだら、あった場所に戻す。（返却場所が不明な場合は、背

表紙にある数字と同じ数字の書棚を探す。）ただし、現在は新型コロナ対策を行ってい

るため、学校司書の指示に従って返却する。 

 

４、返却請求（督促） 

   ・ 返却予定日を過ぎても返却できない場合は、図書委員から督促状が渡される。 

 

５、その他 

・ 学校図書館の本の配置は、一般の図書館と同じ「日本十進分類法」に基づいて分類・ 

整理されている。新着本やテーマを決めた特別展示は別の場所に一括展示すること 

もある。 

 

６、日本十進分類法の第一次区分表（本の住所） 

０００ 総記         １００ 哲学・宗教         ２００ 歴史・地理    

３００ 社会科学      ４００ 自然科学         ５００ 技術・家庭 

６００ 産業         ７００ 芸術・スポーツ      ８００ 言語   

９００ 文学 


